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9：00～17：00（入館は16：30まで）
月曜休館（祝日は開館）
☎0848-23-2281

■第8回写真のまち尾道四季展
日  2 月24日㈯～ 3月11日㈰

尾道市立美術館（西土堂町） （御調町高尾）

（久保三丁目） （潮見町） （瀬戸田町瀬戸田）

（瀬戸田町沢）

（土堂一丁目） （因島外浦町） （久保一丁目）

9：00～17：00（入館は16：30まで）
月曜休館（祝日は翌日）
☎0848-76-2888

■常設展Ⅲ
　「圓鍔勝三のコレクション展」
日開催中～ 3月31日㈯
料大人400円、高校生300円、中学生以
下と70歳以上（要年齢確認）は無料

圓鍔勝三彫刻美術館

9：00～17：00（入館は16：30まで）
無休
☎0845-27-3800

■平山郁夫の原点　瀬戸内とシルクロード
日開催中～ 3月20日㈫
料一般900円、高校・大学生400円、
　小・中学生200円（市内小・中学生無料）

平山郁夫美術館

10：00～18：00
木曜休館（祝日は開館）　
☎0848-20-0400

■第33回企画展示「尾道刀工伝～其阿
弥と辰房～」

日開催中～ 2月28日㈬

尾道商業会議所記念館

10：00～17：00（入館は16：30まで）
火曜休館（祝日は開館）　
☎0845-24-3715

■呉 清源先生ゆかりの碁盤展示中
料大人300円、中学生以下無料

本因坊秀策囲碁記念館

10：00～18：00（入館は17：30まで）
火曜休館（祝日は開館）　
☎0848-37-6555

おのみち歴史博物館

10：00～18：00
水・木曜休館（祝日は開館）
☎0848-20-7831

■学生買上作品展
　歴代の学生買上作品を紹介します。
日 2 月24日㈯～ 3月25日㈰

尾道市立大学美術館　

9：00～17：30（入館は17：00まで）
月曜休館（祝日は翌日）　
☎0848-20-1218

■コレクションプラス「春の庭」
日 2 月24日㈯～ 6月 3日㈰
料一般800円、中学・高校・大学生300円
（市内学生無料）

なかた美術館

9：00～17：00（入館は16：30まで）
無休
☎0845-27-0800

■冬季企画展　宝船版画
日開催中～ 3月11日㈰
料大人1,400円、大学生1,000円、高校
生800円、65歳以上1,200円、
　中学生以下無料（耕三寺見学込）

耕三寺博物館

■所蔵品展Ⅳ
日開催中～ 4月22日㈰
料一般200円、共通500円（映画資料館
も観覧可）、中学生以下無料

第21回
虎ちゃん囲碁まつり

日 3月24日㈯ 9：00～11：50
場本因坊秀策囲碁記念館
対市内の囲碁教室などで囲碁を習っ
　たことがある未就学児、小・中・高
　校生など
内棋力に応じ、9 路・13路・19路ク
　ラスに分かれて対局。
※参加者に棋力に応じた認定状を
　贈呈。
※送迎バスの運行あり。
申申込書などで郵送かFAX、メールで
締 3 月 5日㈪
申 問〒722-2213　因島外浦町121－1
　本因坊秀策囲碁記念館
　（☎・ FAX　0845-24-3715）
e syuusakuigokinenkan@chorus.ocn.ne.jp

爽籟軒庭園（尾道市名勝）

構成文化財⑩　
爽籟軒庭園（尾道市名勝）
　爽籟軒は、かつて豪商橋本家の別荘でした。庭園
内の池は、防地川とつながり、潮の干満に伴って水
位が変化していました。
　庭園には南北に細く長い露地や、築山とともに池
や茶室、待合が配置され、南側には船着き場跡とさ
れる石もあります。
　現在は、土曜日・日曜日・祝日・1 月 2 日、3 日に
開園して、大人ひとりにつき100円の入園料でご覧
いただけます。

広島県重要文化財　
紙本墨書因島村上家文書（昭和37年 3月指定）

日本遺産「尾道水道が紡いだ
中世からの箱庭的都市」⑲

41文化財文化財文化財道の尾

問文化振興課（☎0848-20-7425） 問文化振興課（☎0848-20-7425）

　紙本墨書因島村上家文書は、因島の村上家に伝来
する古文書で、中世における瀬戸内海の状況を知る
上で大変貴重な史料です。
　小早川隆景が村上海賊に送った手紙なども含ま
れていて、現在は因島中庄町にある因島水軍城で展
示されています。

エリック・エルハマー（アメリカ）ALT
船の行き交う尾道水道の景色
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　こんにちは。エリックと申します。アメリカのミシガン州から来た外
国語指導助手です。2014年に尾道に来て、もう 3年になります。信じら
れません。この 3年間、ずっと尾道のおもてなしと綺麗な景色を楽しむこ

とができて感謝を申し上げます。
　山や海、町なみも綺麗だと思うのですが、景色として捉えられていないことも気になり
ます。ドック、クレーン、停泊している船の独特な雰囲気は尾道の魅力を増すと思います。
北アメリカ大陸の真ん中にあるミシガン州出身の僕は、尾道に来るまでは、海とその文化
に触れる機会は大変少なかったです。
　毎日、狭い尾道水道を通る船をたくさん見ることができて感動します。福山や三原から来た船や、大阪、東
京から来た船もよく尾道に泊まっていて、「すごい、これは日本の水上文化の証拠じゃないか」と思います。
　これらの船は目的も形も幅広く、飽きることはありません。カラフルな船体とツバメのしっぽのような
鉄板が角張る煙突を見るのが大好きです。また、向島フェリーのお寺のような屋根をみると思わず笑顔に
なります。
　しかも、技術も日本独特で、ますます進んでいる感じがします。ミシガン州の五大湖を通る鉄鋼のばら
積み貨物汽船とはずいぶん違ってディーゼル時代を超えたハイブリッド船も何回も見かけました。機械
の進歩だけでなく、船体そのものも進化しています。去年の立派な進水式で大きさと複雑さがわかりました。
　これからも船が通る尾道の景色が長く続くように願っています。

問国際交流推進協議会事務局（秘書広報課内☎0848-38-9395）

■しまなみ交流館

内『花筐／HANAGATAMI』（オープニン
　グ上映）
舞台挨拶　大林宣彦監督、窪塚俊介さん、
　常盤貴子さん、満島真之介さん

尾道映画祭2018開催！

2月23日㈮ 17：00～日時

■尾道商業会議所記念館

内『尾道』『ÉMOTION』『CONFESSION』　
※対談ゲスト　安藤紘平さん（早稲田大学名誉教授、
　映像作家）
　『HOUSE』『野ゆき山ゆき海べゆき』『マヌケ先生』

内『花筐／HANAGATAMI』『恋人よわれに帰れ』
舞台挨拶　大林宣彦監督

料 1プログラム1,000円～2,000円
　（前売券、当日券あり）
HP https://o-ff.org/

2月24日㈯ 10：10～ 日時

2月25日㈰ 10：10～  日時

問尾道映画祭2018実行委員会
　（☎080-3565-0835）


